
■
平
成
２３
年
度
東
京
都
板
橋
区
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

６
億
６
千
万
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
（
予
算
総
額
１
千
８７９
億
９

千
６
百
万
円
）
。

■
平
成
２３
年
度
東
京
都
板
橋
区
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

７
千
６５７
万
３
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
（
予
算
総
額
３０１
億
１
千

９５７
万
３
千
円
）
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
弔

慰
金
の
支
給
対
象
と
な
る
遺
族
の

範
囲
に
、
兄
弟
姉
妹
を
加
え
る
も

の
で
す
。

■
東
京
都
板
橋
区
特
別
区
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
寄

附
金
税
額
控
除
の
下
限
額
、
不
申

告
の
過
料
等
を
見
直
し
、
上
場
株

式
等
の
税
率
軽
減
措
置
を
延
長
し
、

非
課
税
口
座
内
少
額
上
場
株
式
等

の
特
例
の
施
行
を
延
期
す
る
ほ
か
、

所
要
の
規
定
整
備
を
す
る
も
の
で

す
。

■
東
京
都
板
橋
区
立
福
祉
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
規
定
整
備
を
す
る

も
の
で
す
。

■
東
京
都
板
橋
区
立
図
書
館
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

図
書
館
の
休
館
日
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

■
板
橋
区
本
庁
舎
南
館
改
築
に
伴

う
既
存
建
物
解
体
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

契
約
金
額
及
び
工
期
を
変
更
す

る
た
め
、
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

■
東
京
都
板
橋
区
議
会
傍
聴
に
つ

い
て
の
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

傍
聴
中
に
使
用
で
き
な
い
機
器

の
明
文
化
及
び
条
文
中
の
文
言
を

分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
も
の
で

す
。
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■
都
市
計
画
税
及
び
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
継
続
に
関
す
る
意

見
書

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都

市
計
画
税
の
軽
減
措
置
、
小
規
模

非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
、

商
業
地
な
ど
に
お
け
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
負
担
水
準
上

限
を
６５
％
に
引
き
下
げ
る
軽
減
措

置
の
継
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
東
京
都
知
事
宛
）

■
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
で
安
心
し
て
入
所

で
き
る
介
護
保
険
施
設
を
求
め

る
意
見
書

救
急
時
だ
け
で
は
な
く
日
常
の

健
康
管
理
も
含
め
て
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
と
密
接
な
連

携
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
入
所
で
き
る
介
護
保

険
施
設
に
す
る
こ
と
並
び
に
東
京

都
板
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
現

在
入
所
し
て
い
る
方
全
員
が
新
し

い
施
設
に
入
所
で
き
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
す
。

（
東
京
都
知
事
宛
）

■
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
々
が
増
加
す
る
中
で
、

利
用
者
が
安
心
し
て
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
を
廃

止
せ
ず
、
２４
年
４
月
以
降
も
継
続

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

（
国
会
、
政
府
宛
）

■
国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
を
抑

え
る
た
め
に
、
必
要
な
財
源
措

置
を
求
め
る
意
見
書

国
お
よ
び
政
府
に
対
し
、
国
民

健
康
保
険
事
業
に
対
す
る
国
庫
支

出
金
額
を
増
額
す
る
な
ど
の
必
要

な
財
源
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
す
。

東
京
都
に
対
し
、
保
険
料
負
担

を
抑
え
る
た
め
、
特
別
区
に
対
す

る
財
政
支
援
を
積
極
的
に
拡
充
し
、

必
要
な
財
源
措
置
を
求
め
る
も
の

で
す
。

（
国
会
、
政
府
お
よ
び
東
京
都
知

事
宛
）

■
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の

た
め
の
新
た
な
制
度
創
設
を
求

め
る
意
見
書

学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向
上

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
貯

水
槽
・
自
家
発
電
設
備
な
ど
の
防

災
設
備
整
備
の
単
独
事
業
化
、
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図

る
た
め
、
太
陽
熱
、
温
度
差
熱
利

用
、
蓄
電
池
な
ど
へ
の
補
助
対
象

の
拡
充
な
ど
、
国
の
財
政
支
援
制

度
の
改
善
並
び
に
財
政
措
置
の
拡

充
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
政
府
宛
）

※
全
文
は
、
板
橋
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、
７
件
の
区
長
提
出
議
案
と
６
件
の
議
員
提
出
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
会
議
録
は
、
１２
月
上
旬
以
降
に
、
区
議
会

事
務
局
、
各
図
書
館
、
区
政
資
料
室
お
よ
び
公
文
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

構
造
改
革
路
線
な
ど
で
広
が
っ

た
生
活
困
難
に
対
し
、
区
は
こ
た

え
て
き
た
の
か
、
経
営
刷
新
計
画

は
何
を
し
て
き
た
か
。

第
一
に
、
福
祉
と
医
療
、
介
護

だ
が
、
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
の

整
備
、
心
配
な
く
介
護
や
医
療
、

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
。
国

民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
資

格
証
発
行
を
や
め
、
介
護
で
は
区

独
自
で
利
用
料
負
担
軽
減
を
。
第

二
に
、住
宅
政
策
で
は
、低
廉
な
家

賃
住
宅
の
供
給
を
。
中
小
業
者
支

援
の
拡
充
を
。
第
三
に
、
公
務
労

働
の
民
間
開
放
で
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
生
ん
で
い
る
。
第
四
に
、

南
館
改
築
の
費
用
は
未
だ
公
表
せ

ず
区
民
の
参
画
と
な
っ
て
い
な
い
。

災
害
対
策
で
は
、
予
防
よ
り
復

興
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
高

齢
者
、
障
害
者
の
二
次
避
難
所
整

備
の
遅
れ
は
深
刻
。
住
宅
の
耐
震

化
な
ど
は
、
都
市
計
画
で
も
位
置

付
け
が
必
要
で
財
源
難
を
理
由
に

先
延
ば
し
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

原
発
事
故
後
の
対
応
に
遅
れ
が

あ
っ
た
が
、
事
故
が
想
定
外
で
は

済
ま
さ
れ
ず
、
防
災
計
画
に
事
故

災
害
を
き
ち
ん
と
盛
り
込
む
べ
き
。

生
活
基
盤
の
崩
壊
と
な
る
行
政

運
営
手
法
を
改
め
、
区
民
の
暮
ら

し
や
仕
事
を
守
る
方
向
へ
大
き
く

転
換
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

以
上
に
よ
り
、
２２
年
度
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

２２
年
度
は
、
世
界
同
時
不
況
の

影
響
が
長
期
化
し
、
景
気
が
足
踏

み
の
状
況
と
な
っ
た
。

急
激
に
歳
入
が
落
ち
込
む
中
、

区
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
既
定
事
務
事
業

の
経
費
の
節
減
を
徹
底
し
、
将
来

の
行
政
需
要
に
備
え
基
金
残
高
の

確
保
に
努
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

職
員
削
減
に
よ
る
経
費
の
削
減

な
ど
で
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
向
け
た
成
果
を
出
し
つ
つ
、
子

育
て
世
代
の
支
援
施
策
の
拡
充
や

就
労
支
援
の
強
化
な
ど
積
極
的
な

施
策
展
開
を
図
っ
た
こ
と
を
高
く

評
価
す
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

の
推
進
、
強
固
か
つ
弾
力
的
な
財

政
基
盤
の
確
立
、
シ
ニ
ア
活
動
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
た
検
討
、

新
産
業
育
成
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）
の

早
期
開
設
、
就
労
支
援
強
化
の
さ

ら
な
る
事
業
展
開
、
庁
舎
南
館
の

早
期
か
つ
着
実
な
改
築
、
区
民
生

活
の
安
心
・
安
全
を
着
実
に
前
進

さ
せ
る
た
め
の
取
組
み
な
ど
を
要

望
す
る
。

震
災
の
影
響
に
加
え
、
歴
史
的

円
高
や
欧
州
の
信
用
不
安
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
区
民
生
活
を
守
る

た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

・
効
果
的
に
活
用
し
て
、
よ
り
多

く
の
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
２２
年
度
決
算
の
認
定
に
賛

意
を
表
す
る
。

我
が
国
で
は
、
デ
フ
レ
経
済
が

続
い
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
は
社
会
経
済
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
支
え
あ
う
地
域
構
築
の
た

め
に
、
区
民
と
の
協
働
と
経
営
革

新
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
、
施
策
に
関
し
要
望
す
る
。

子
育
て
支
援
で
は
、
保
育
園
定

数
拡
大
、
保
育
料
助
成
額
の
拡
充
、

家
庭
福
祉
員
の
処
遇
改
善
を
。

教
育
・
文
化
・
芸
術
で
は
、
あ

い
キ
ッ
ズ
の
充
実
、
学
校
と
地
域

図
書
館
の
連
携
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
早
期
導
入
、
学
校
適
正
配
置

へ
の
地
域
保
護
者
の
参
加
を
。

健
康
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
対

策
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
期
間
延
長
、
５
歳
児

と
１
か
月
児
健
診
の
実
施
、
障
が

い
者
の
社
会
的
雇
用
、
放
射
線
量

マ
ッ
プ
と
暫
定
基
準
の
作
成
、
給

食
の
線
量
測
定
を
。

産
業
・
環
境
・
観
光
で
は
、
産

業
観
光
と
ご
み
の
再
利
用
計
画
を

推
進
さ
れ
た
い
。

大
型
施
設
整
備
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な

ど
の
民
間
資
金
を
活
用
し
、
本
庁

舎
南
館
建
替
え
は
分
離
発
注
で
区

内
事
業
者
活
用
を
要
望
す
る
。

介
護
保
険
料
は
値
上
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
努
力
を
求
め
る
。

以
上
、
２２
年
度
決
算
の
認
定
に

賛
意
を
表
す
る
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
日

々
、
目
に
見
え
な
い
放
射
性
物
質

の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

乗
り
越
え
、
区
民
の
命
と
生
活
を

守
り
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

緊
急
輸
送
路
沿
い
の
建
築
物
耐

震
化
を
急
ぎ
、
建
物
の
耐
震
助
成

件
数
も
高
め
る
努
力
を
。
防
災
訓

練
の
時
期
・
内
容
の
見
直
し
を
。

南
館
改
築
計
画
は
延
期
も
含
め
て

適
切
な
判
断
を
。
区
民
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
。
生
活
保
護

行
政
は
全
庁
体
制
で
横
断
的
な
対

策
強
化
を
。
家
庭
福
祉
員
の
増
員

な
ど
待
機
児
対
策
を
強
化
し
、
在

宅
子
育
て
支
援
施
策
も
拡
充
を
。

自
殺
者
撲
滅
の
た
め
に
、
う
つ
病

や
自
殺
に
つ
い
て
の
理
解
を
高
め
、

専
門
医
・
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
仕

組
み
づ
く
り
を
。
給
食
食
材
の
事

前
測
定
な
ど
放
射
能
汚
染
に
立
ち

向
か
う
明
確
な
対
策
を
。
清
掃
工

場
か
ら
の
焼
却
飛
灰
の
測
定
に
も

注
視
し
、
事
前
の
対
策
を
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
延
伸
を
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
手
法
を
国
民
健

康
保
険
料
の
徴
収
業
務
に
お
い
て

も
活
用
し
、
庁
内
で
の
総
合
的
な

徴
収
体
制
の
構
築
を
。
特
定
健
診

の
受
診
率
向
上
対
策
を
。

以
上
を
要
望
し
、
２２
年
度
決
算

の
認
定
に
賛
意
を
表
す
る
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
景
気

が
悪
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
発

事
故
に
端
を
発
す
る
放
射
能
の
脅

威
に
、
多
く
の
区
民
が
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
区
民

の
安
全
安
心
に
い
か
に
こ
た
え
る

か
が
重
要
と
な
る
。

事
業
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
収

支
均
衡
を
意
識
し
た
行
政
運
営
を
。

経
常
収
支
比
率
の
改
善
を
。
委
託

費
に
含
ま
れ
る
人
件
費
を
公
表
し
、

実
態
に
即
し
た
人
件
費
比
率
の
把

握
を
。
安
定
的
な
行
政
運
営
や
区

民
負
担
の
公
平
の
た
め
に
収
入
未

済
と
不
能
欠
損
の
減
少
を
。
南
館

改
築
で
は
、
耐
震
化
と
長
期
利
用

に
耐
え
う
る
庁
舎
の
建
設
を
。
認

可
保
育
所
の
さ
ら
な
る
増
設
を
。

認
証
保
育
所
な
ど
保
育
料
負
担
軽

減
制
度
の
補
助
額
の
さ
ら
な
る
増

額
を
。
家
庭
福
祉
員
の
増
員
を
含

む
よ
り
よ
い
保
育
環
境
の
整
備
を
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
年
齢

の
引
下
げ
を
。
水
ぼ
う
そ
う
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
は
し
か
の
予
防
接

種
に
助
成
を
。
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

の
調
査
を
。
震
災
対
応
資
金
特
別

融
資
制
度
の
延
長
を
。
就
労
支
援

の
拡
充
を
。
商
店
街
振
興
と
区
内

商
工
業
振
興
に
さ
ら
な
る
助
成
を
。

減
災
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

無
電
柱
化
促
進
事
業
や
公
園
の
防

災
拠
点
化
な
ど
の
災
害
対
策
を
。

以
上
を
要
望
し
、
２２
年
度
決
算

の
認
定
に
賛
意
を
表
す
る
。

可
決
し
た
議
案

■＝

区
長
提
出
議
案

■＝

議
員
提
出
議
案

決決
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論
（（
要要
旨旨
））

１１
月
７
日
の
本
会
議
最
終
日
に
、
決
算
調
査
特
別
委
員
長
が
調
査

結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
会
派
が
２２
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
の
各
決
算
に
つ
い
て
、
討
論
（
左

記
に
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度
と
要
旨
）
を
行
い
ま
し
た
。

区民の暮らしや仕事

優先の区政に転換を

（反 対）

共 産 党

区民生活を守るため

さらなる行財政改革と

財源の効率的な活用を

（賛 成）

自 民 党

経営 革 新と協 働 で

支えあう地域の実現を

（賛 成）

公 明 党

放射能汚染に立ち向い

災害から命と生活を守る

安 心 な 街 づ くり を

（賛 成）

民 主 党

健全な財政基盤を確立し

区の安定的な行政運営と

区民負担の公平公正を

（賛 成）

合同クラブ

平成２３年（２０１１年）１１月２７日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第１５８号


